
普通蒸し茶葉混合による深蒸し煎茶の品質向上

[要約］深蒸し煎茶製造時において、 蒸熱途中に胴角度を変え、 深蒸し茶葉に普通一 一

蒸し茶葉を20％程度混合して粗操機に投入することにより、 粗操機内でのべ夕つきが

軽減し、荒茶の粉も減少して品質が向上する。
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［背景・ねらい］

近年、深蒸し煎茶が流通市場で好まれるため、深蒸し煎茶の生産が増加している。

深蒸し煎茶は蒸熱を強くするため、茶葉の組織が軟化し、粗操工程においてべ夕ついて

機械の中で塊となり、ムレをおこしたり、組織が破砕して粉が多くなることにより、製茶

品質の低下がみられる。これらの対策のために葉打ち機や温風冷却機等の機械が普及して

いるがまだ十分とはいえない。そこで、深蒸し茶葉に普通蒸し茶葉を加えて粗操工程での

べ夕つきを軽減し、深蒸し煎茶の品質を向上させる方法について検討する。

［成果の内容・特徴］

①蒸熱途中に胴角度を変え（普通蒸し→深蒸し）、深蒸し茶葉に普通蒸し茶葉を一定割合

混合することにより、粗操機内でのべ夕つきが軽減し、荒茶の粉が減少する（図１）。

②普通蒸し茶葉混合割合の20％と50％では品質、粒度にほとんど差が認められないが、深

蒸し煎茶としては混合量の少ない20％程度が良い（表１，図１）。

③蒸し度の違う茶葉を混合しても荒茶の化学成分含量は変化しない（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①茶業技術指針に登戦し、高品質深蒸し煎茶生産技術として活用する。

②二番茶のような比較的硬い原葉では効果は少ないが、深蒸ししても粗操においてあま

りベタつかないので問題はない。
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表１製茶品質（平成２～４年）
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注）①製茶品質は各項目20点満点、合計100点満点の普通審査法による評点で示した。
②混合割合の％は粗操機投入量に対する比率である。
③数値は３ヵ年の平均値であり、表２，図１も同様である。

表２茶葉の化学成分（乾物％）（平成２～４年）
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普通蒸し茶葉混合割合（粗操機投入量に対する比率（％））
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図１荒茶粒度分布の変化（平成２～４年度）
注）単位は全量に対する重量％で示した。
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